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訳者まえがき

今回の訳出部分は， （o）で始まる約500の単語である。

これまでに訳出した部分において，何を意味しているのかよくわからない省略語があった。そ

の内，頻繁に登場するのは，v Nem.（ ），Nem.（ ）とN.（ ）である。いずれも

常に省略語Dav.（ ）とともに出てくる。Dav.（ ）が意味するのは，『1803～1806年に

行われたクルゼンシュテルンのナヂェージダ号およびネヴァ号での世界旅行』

（サンク

ト・ペテルブルグ，1812年）所収の「海軍大尉故ガヴリーラ・ダヴィドフが現地で集めたサハ

リン半島（原文のまま）南端に住む民族の言語の語彙集」

という語彙集のことである。この語彙集に関しては，アウグス

ト・プフィツマイエール（August Pfizmaier）が研究し，２冊の著作がある。しかし，彼が研

究に使用したのは，ロシア語版の語彙集ではなくドイツ語訳であった。これは，『東アジアとア

メリカ北西海岸のいくつかの民族の言語の単語集』Wotersammlung aus der Sprachen einiger
 

Volker der ostlichen Asiens und der Nord-West-Kuste von Amerika（ロシア帝国海軍船長A.

S.クルゼンステルンにより公表，サンクト・ペテルブルグ，1813年）所収の「アイヌ，すなわ

ち，サハリン半島（原文のまま…訳者），蝦夷，南千島の住民の言語の単語集」Wotersamm-

lung aus der Sprachen der Aino’s,der Bewohner der Halbinsel Sachalin,der Insel Jesso und
 

der sudlichen Kurilenと題するダヴィドフの語彙集のドイツ語版だった。v Nem.（ ），

Nem.（ ）という省略語が意味するのは，おそらくこのドイツ語版のことであろう。

は ， は の省略であろう。しかし，原著を探し当て

ていないので，確認はできていない。

また，プフィツマイエールは，このダヴィドフの語彙集や『藻汐草』などにある単語をもと

に，『帝国アカデミー報告書』Denkschriften der Kaiserlichen Akademie der Wissenschaften
（ウイーン，1854）所収の「アイヌ語語彙集」Vocabularium der Aino-Spracheを編纂した。N.
（ ）という省略語は，ダヴィドフの語彙集からとった単語に関する記述の部分を意味している

ように思われるが，省略記号がなぜN.（ ）なのか分からない。原著を探し出す必要がある。

なお，上記のダヴィドフの語彙集，プフィツマイエールの語彙集に関しては，拙訳『アイヌ

語・ロシア語辞典⑵』（北海学園大学学園論集第85号1995年）の55-56頁と60-61頁を参照い

ただきたい。 （寺田吉孝 記)

93

論文サブタイトルのダーシは36H細罫です
つなぎのダーシは間違いです

本文中，２行どり15Qの見出しの前１行アキ無しです
★★全欧文，全露文の時は，柱は欧文になります★★

★
カ
ラ
ー
対
応
機
★
追
出
し
★
基
本
15
Ｑ
★
こ
の
頁
送
り
ツ
メ
★



北海学園大学学園論集 第167号 (2016年３月)

94



 

Obas. Dav.雪．Kl.Sakh.Lang.S.Sakh.― Mos.（ヲバシ），obasi, obas, 雪．―

ran. Dav.雪が降っている．Mos.obasi-ran，雪が降る， ⇨ opas’

Obatassye. Mos.（ヲバタツセ），下痢（病気）．

Obatyeku nasyn. Dav.腫れ物に穴を開ける．N :opa teki jye asin’.

Obba. (名）粉，ギリヤーク語の単語．

Ôbyeka. Mos.まっすぐな，立っている；従う，服従する，同意している．

Obici. (地）Rud.

Obitta (obishta). Dav.（ダヴィドフでは大部分が obitta），すべての．Mos.すべての

（複数形をつくるはたらきをする），すべての（ヲビツタ）．Utarye ―. Mos.仲間

たち（「obitta を用いて」の複数形の例）．

4810 ― ambi. Dav.全般にわたる，Pfによると，意味は：すべての物，あるいはすべての

ものを構成している物．

― antskara. Dav.すべての夜（複数）．Mos. obitta antsikara, すべての夜（複

数）．

― na shıomonouva. Dav.聞き漏らす．

― no. Dav.一般的に．Mos.(ヲビツタノ），まったく，完全に，一般に．

― nobo. Mos.すべての；みんな（すべて）一緒に．Utarye obittanobo. Mos.仲

間たち皆（元々は：仲間たち皆，あるいは，みんな一緒に）．Utarye obittanobo yaj-

kata an kushu, 仲間たち皆が恐れているので．

― no kotsy karu. Dav.建て始める．

― no tui. Dav.切る（割る）．N.

― notsy. Dav.(液体が）沸騰して蒸発する，obittano と tsi (chi)から．

― nugaru. Dav.すっかり見てとる．Mos. obitta nukaru, すべてを見る．

― nunu. Dav.終わりまで聞く．

― to. Dav.すべての日．Mos.あらゆる日，毎日．

― ushinnaj. Dav.それに反して，Pf.によると，すべてが互いに異なっている

（obitta, ―u, ―shinnaj から）．

4820 ― ushinnaj  ino an. Dav.まったく異なるもの，obitta-ushinnajno an, Pf.による

と，おそらく，inye-an，あるいは ini-an「これは何か？」「何か」（完全なもの：お

互いすべてが異なっているもの）．

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑴ この省略語の意味するところは明確にはわからない。詳しい説明は，本稿の訳者前書きと拙訳『アイヌ語・

ロシア語辞典⑵』（北海学園大学学園論集第85号1995年）の55-56頁を参照。

⑵ 『サハリン島の地域観察』 - の著者のルダ

ノフスキィ（ ）のことか？

⑶ 注１を参照
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Obichiri. Mos.(ヲビチリ），下痢．

Oboi. Mos.濁った，澄んでいない．

Obussaki. (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方109露里の小さい川とアイヌの村．

Ova, orova の省略形，va が長音化したもの．Mos.空である，空っぽである．

Ovarye. Mos.尊敬動詞として：暇を持ち得る，これは空になり得る．

Ovari. Mos.ついに，まったく；日本語では，「終わり」の意味．

Ovyen. (動）しびれる（かじかむ），しびれた．Ovyen khyemaka, かじかんだ（しびれ

た）．

Oga (ogakh). (形）浅い，深くない（naj）．（副）小さく，とても，たった（だけ），

もっとも～，oogakh, okhga「空の（中身のない）」とも言う．― Mos.空の；空で

ある，暇がある

― ajnu-uve, 人食い（人種）（複数）．

4830 ― okhgau. (名）具の入っていないスープ（魚の入らない，肉の入らない），ブイヨン，

⇨ ipye-koro okhgau

― poni, 白骨，骸骨（死者の），骨と皮だけ（やせこけた人について）．

― khatsiko, とても小さい，もっとも小さい．

― tsisye. Mos.物置（字義通りは：人の住んでいない家）．

― tsybi. Dav.からの船．Oga-tsipu. Mos.からの船．

Ogagita. Dav.～の後で， ⇨ okakyeta.

Ogagiun. Dav.後ろに．

Ogaj. Dav.住人．Mos. o gaj あるいは okaj, とどまる，いる（ある），元のところ

で暮らす．

― yakka. Dav.住む．

O gaj. Mos.いる（ある）．― ana. Mos.とどまる，いる（ある）（⇨ an）．

― an. Mos.ためらう（⇨ an）．

Ogajkyes’tan. (副）まもなく．

4840 Ogajkistane. (動）待つ，待ちうける．Chokaj  nucha  tusu-ajnu ―, aryegi  kusujkı

nenango, 私はロシアの聖職者を待っている，たぶんやって来るだろう．

Ogajkusu. (副）たくさん，とてもたくさん．― Pis’kanta ogajkusu ajnu an, いたると

ころにたくさんの人がいる．Ogajkusu
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ajnu an nukara! 久しぶりだね 長く会わない期間を経て出会ったときに．

Ogakobye. Mos.とても高い海の波．

Ogakotan. (地）１．マヌヤ（Manuya， ）の北方１露里のアイヌの村．２．クス

ナイ（Kusunaj， ）の南方238露里のアイヌの村．

Ogaku あるいは ogakfu. Mos.深くない，浅い．

O gami kots. Kl.Sakh.病気（Dav.v Nemでも）．Ogami-koro. Dav.性病，Pf.に

よると，小詞 o と kami「身体」と kots（＝ koro）「所有する，取る」からかもしれ

ない．

Ogana. Mos.ない（いない），これはない．

O gandshi. Mos.（ヲガンヂ），ある星座の名．

Ogaoraukye. Mos.延期する，ぐずぐずする．

Ogarye. Mos.空っぽである，暇をもつ，可能法の形で．

4850 Ogari. Mos.確かに；終わり；副詞として，確かに，日本語の単語．

― sham. Mos.まったく～ない，これはまったくない，ogari-shamu とも言う．

Ogasirusi. Mos.家にいない．

O gauni. Lang.Mats.飲む．

Ogakh-poni, 大きい骨（複数）．

― poro ajnu, (背丈が）とても大きな人．

Ogayasyekosye. (名）吐き気および嘔吐（痰と液体のみの）．

Ogyeri. Dav.終える．Mos.娘．

Ogyetesu, ⇨ gyetesu.

Ogıkota. (名）（小箱の）内壁．

― tsyapus’, あるいは― chakye, (小箱の）内壁の端．

4860 Ogkayu, あるいは okhkayu, 男性，男の（男性の），― さまざまな植物の幹（makh-

nye― 「葉鞘」の反意語として）．

― kina. (名） の一種， ⇨ pınni-kina

― mıtsi. (名）孫．

― po. (名）息子．

Ogo. Dav.深く．Mos.深い．Lapyer.平地（あばら家が建てられている平地）．

O go. Kl.Sakh.深い．Mos. ogo, 深い．

⑷ おそらく植物名であろう。
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Ogoiki konoburu. Dav.乱暴者．

Ogojma. Dav.尿，小便．

― kiiva. Dav.小便をする．

Ogoka. (名）糸（単数），糸（複数) ― eka, (縄に）糸を綯う．

Ogonajko. (名）流れのある谷．

4870 Ogonkyes’. (名）竿の先．

Ogonno. Mos.以前から，長い時間．

― nishamap. Dav.とっくりと考える．

― roku. Dav.長居する．

Ogonnu. Dav.昔から．Mos.昔から，長い時間．

Ogontom. (名）尻．

Ogontoe. (動）（針に糸を）通す．― vyen kyem, 悪い（小さい）針穴のついた針．

Ogontuyuunu, 針穴に（糸を）通す．Kyem―, 針に（糸を）．通す

O gooka. Kl.Kam.糸．

Ogori. (名）男性の名．

Ogokhnye. (ogufnye). (形）狭い，きゅうくつな， ⇨ gufnye.

4880 Ogubuj. Dav.邪魔をする．

O gura. Mos.夜の最後の部分，okuran.とも言う

Ogura mogura. Dav.すすめる，おそらく ukoramukoro「賛成の」．

Ogufnye (gufnye). (形）狭い（袖，百姓家）

O guyuk. Fyur.熊．

Oda. Mos.Dav.砂．Lang.S.Sakh.⇨ ota.

Odmdama. (地）Gl.トゥイミ（Tymi， ）からアルカイ（Arkaj， ）へ行

く途中にある谷

Odop. Kl.Kam.苔．

Odu-ottonaj. Byelk.クスナイ（Kusunaj， ）の南方191露里の小川．

Oj (oya), 別の．Oj ajnu, 別の人．

4890 Ojbakaranko. Mos.定型の表現：これは私のものだ，あるいは，これはわたしに関わ

ることだ，これは私の問題だ．

Ójbye,あるいは ojpye. (名）食器．

Ojgush’. Dav.流れ出る． ⇨ ojkus’.

Ojyo. (名）ギリヤークのズボン（膝まで届かない）．Oio. Kr.ズボン．

― koro opompye, ズボン，ズボン（腹まである）．

Oijka. (動）転ぶ，（山から）転げ落ちる．
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Ójisu (ojsu). (形）丈夫な，なかなか切れない（糸について），密な（木について），硬い

（石について）．

Ojkajo (oikyo).Brot.Kl.Kam.Mats.男性．

Oikara. Mos.亜麻．

Ojkari. (副）あたりに，まわりに．

4900 O-jkarino. Mos.周囲に，あたりに（o と ikari「～から」から），少し歩く，歩き回

る．

Ójkus’. (形）ひび割れのある悪い（そこから漏れる食器について）

Ójmakus’. (形）歯のついた．― makhnyeku, 言い伝えでは，歯のついた性器をもつ女

性達．

O-ina. Mos.歌，大勢の声で歌われる歌．

Oinamatsu. Mos.植物の名．

Oinani. Mos.歌，とくに祝賀の．

Ojonaj. (地）クタウジ（Ktauzi， ）の南方の川．Shm.

Ojonpyespo. (地Shm）ヴェンドヴェッサン（Vyendvyessan， ）の南方の

岬．

Ojoskoni. Mos.(ヲヨシコニ），罰，罰金．oskoni（ヲシコニ）「追いつく，追いたて

る」から．

Oipakari-shaku. Mos.若い，年端のいかない．

4910 Ójpye. (名）かいば桶．Iso―, 熊の餌をいれる桶．

Ójporoposo. (形）真っ青な（蝋色をした）．― makhnyeku, 真っ青な顔をした女性．

Ójra. (動）忘れる．Oira. Dav.忘れた．Mos.忘れる．

Oirava. Dav.忘れる．

Ojraya. Mos.忘れる（⇨ ya）．

Ojstonye. (動）出かけていって，同じ日に戻る，一日で行ってくる．

Ójsu ⇨ ojisu.

Oitakushaku. Mos.暴かれている，もう何も言うことができない（itaku「話す」，

shaku「～なしで」と小詞 o から）．

Oichari-posori. (動）濾す．（狭い口から液体を）注ぐ．

Ojyubi (ojiubi).Kl.Mats.(oyewbee) Brot.親指．

Okaani. Mos.押さえつける，圧迫する；押さえつけること．
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4920 Okaanki. (副）ついうっかり，心ならずも，理由もなく，わけもなく．― khokujka,

うっかり焼く．― yaj trajki, 心ならずも中毒にかかる．

Okabi tuiba. Dav.破る．

Okaj. (動）暮らす．（副）たくさん．Mos.⇨ o gaj.

― ana ikye. Mos.もしためらうなら，ためらう時（⇨ ikye）．

― an go. Mos.とどまる，いる（ある）（⇨ ko）．

Okaiyeno bompo. Lang.Kur.Kl.Kam.息子．

Okajyu. Kl.Kam.（okaijuh），男性．

Okakara. (副）沿って．Naj ―, 川に沿って．

Okakyeta. (前）～の後で；後で．Okakyeta konte kusujki, 後で返す．

Okamoj. Mos.アイヌの島の名．

Okanka. (名）サナダムシ，節の長いサナダムシ（Taenia）．

Okankan, 省略形で okanka. Taenia solium（有鉤条虫）．

4930 Okankotokhkye. (形）（山が）なだらかな．

Okanchi. (名）船尾の中ほどにある舵，日本語の単語．（同）etsiakh.

Okasanki. (名）kasanki に置かれている舵．（同）kanchi.

Okatanye, 省略形で okatan. （形）細長い，長い．

― kani, (丸くなくて）四角い貨幣（本来の意味は「細長い貨幣」）

― nin’, 細長い腫れ．

Okatan, ⇨ okatanye, ― sye, 長い小さな貝．

Okaterye. (動）（犬ぞりが）遅れる，後にとどまる．

Ókaya-roski-chua. Kr.彼らは立っている．

Okayakhchi. (動）暖める（卵を），かえす（ひよこを）．

4940 Okva. Dav.取れ

Okyemakis’. (名）燃えさし，完全に燃えてしまっていない薪．

Okyen’ka. (名）赤いキツツキ科の鳥．（同）oyapokikhurye.

Okyerye. (動）なくなる，使い果たされる．（同）otari. Tambaku ―, sakye ―, 煙草

が切れた，酒がなくなった．

Okyesi. Mos.終える，終わる．

Okyeura. Mos.鳥の名．

Okyeue. Mos.追う，駆り立てる．

⑸ 原著では と書かれているが， 「取れ，取りなさい」のことか？
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Ôkyecharo. Mos.バッタの一種（cicada）．

Oki,あるいは okita. Mos.憔悴する，力尽きる，できる限りのことをすべてする．

Okibusi. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方115露里のアイヌと日本人の混住

の村．

4950 Ókiki. (名）背中の上部（肩甲骨の間）．（同）okıs’. ― araka, 肩甲骨の間が痛む．

Oki-kurumi. Mos.源氏の出の日本の司令官の義経のアイヌ語の呼び名

Oki-mumbye. Mos.山崩れや洪水のような自然災害．

Okınufponye-kotan, 草原で囲まれた村（森から遠い）

Okın’kara. (動）的に狙いをつける，狙う．

Okira. Mos.力，強さ；v krit．Pf.は okira を「力」（Grundwort）のための基本語

と考える．

Okirambye. Mos.山崩れや洪水のような自然災害．

Okirasno. Kl.Kam.力．

Okirashaku. Mos.力のない．

Okirashino. Mos.力，強さ．

4960 Okırikye. (名）短いヒゲがあり，乳房のない鯨で，外海に住みニシンを食べない．Mos.

歯のある鯨の一種．

Okıs’. (名）（同）okiki.

Okita, ⇨ oki.

Okiyanchye. (名) kyeta（魚），日本語の単語．

Okkaj. Dav.男性．Mos.―Kl.Sakh.男性．Stral.子供．

― po. Mos.男性，一人の男性．Okkajpogo. Mos.(ヲツカイポホ），若い人（okkaj-

gyekatsi とも言う）．― po-po. Mos.男性（複数）（「重複による」複数形の例）．

Okkyevu. Dav.後頭部， ⇨ okhkyeu.

Oko. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方142露里のアイヌの村．

Okobi. Mos.(親しい者が）別れる，分かれる，分離する．

Oko gla (okohglha).Kl.Kam.サーモン，サケ科の一種（salmo amsha）．

Okojma. (動）小便をする．Mos.小便をだす．

4970 Okojsye. (動）小便をする，小便をだす．（同）okojma. Okojsye-puj. （名）尿管．

⑹ プフィツマイエールの『ダヴィドフ作成のアイヌ語単語集の批判的考察』Kritische Durchsicht der von
 

Dawidow verfaßten Wortersammlung aus der Sprache der Aino’s（ウイーン，1852年）のことであろう。

詳しくは，拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典⑵』北海学園大学学園論集第85号1995年，p.55を参照。
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Okoma. (名）樹皮．

Okomadandye. Mos.姉妹の夫．

Okomo. (動）二つ折にする（紙を）， ⇨ komo. T rusa okomo, 毛皮を（二つに）折

る．

Okomokrosiva. Kr.行く（乗り物で）．

Okom. (名）（大きくない）黒色の鯨，鰭の小さいイルカ．

Okonajbu. (地Shm）エビシ（Ebisi， ）の南方の川．

Okono. (名）幼い女児の呼び名（まだ名前のない女児をこのように呼ぶ）．

Okononaj. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の北方20露里の小川とアイヌの村．

Okonuumyenaku. Kr.遅くに．

Okorye. (形）より小さい，最年少の（女性に）；チヴォカンケ（Chivokankye，

）はこの解釈を否定する．

4980 ― epırikye. (名）二つ目の女性用ナイフ（多くの者はこれを持たない）．

Okoro, すべての，それぞれの，ありとあらゆる．（同）emujki および nyer-niyakhka.

Okorra. Kr.アメマス（Lachsforelle）．

Okotokhnyej. (名）穴，くぼ地（小川がない）

Okokhte. (動）掛ける．Rıs’ta ―, 上に掛ける．

Oku. Kr.モルモット（テンジクネズミ）．Dav.取る．Kl.Sakh.取る．Mos.取

る，獲る，捕まえる（okf とも言う）． ⇨ uf.

Okuva. Dav.受け取る．

Okuj eskarye-araka, 尿閉．

Okuniskye. (形）険しい（山について）．

Okuran. Mos.夜の最後の部分，Pfでは，okurau.

4990 Okuriki. Mos.一直線に，まっすぐに，o guriki（Dav.ドイツ語で．）とも言う， ⇨

okurukye.

Okurukye. Mos.一直線に，まっすぐに（日本語の vokuru「同伴する，同伴」とアイ

ヌ語の kye あるいは ki から）．

Okus’. (動）裏返す．Esaman t rus’―, カワウソの毛皮を裏返す（毛を内側に）．

Okuturu. Mos.船の甲板の板．

Okushakon. Mos.(ヲクシヤコン），衣服の襟．

Okushiri. Mos.アイヌの島の名．

Olyondzhis (olongyse).Brot.顎．
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Ol’cha. (地）ギリヤーク語の単語， ⇨ orokhko（トナカイや犬に橇を引かせて行く）．

Oma. Mos.(横にして）置く，（立てて）置く．Kr.(oma).Lang.Kam.魚卵．

Omaj. (名）寝具，座るための 蓙．― kara, 寝具を敷く，（同） so-kara. ― komo,

寝具を折りたたむ，たたむ．― turı, 寝具（ 蓙）を広げる

5000 ― so. (名）部屋のわきの方， ⇨ simon および kharyeki.

Ómaka. Mos.(横にして）置く．（動）脇に片づける．行きたい方向に舵を切る ⇨

osıkararajye.

― nye. Mos.つけ加える，手渡す．

Omakan. (動）（左に曲がるために）取舵をきる， ⇨ esıkani.

Omampye. (地）カルサコフ（Karsakov， ）の東方74露里のアイヌと日本人

の混住の村．

Omamu. Mos.魚の名，ネズミイルカ．

Omana ajgapf. Dav.(私は）できない．

Omanante. Mos.(oman-an-te の代わり），いらっしゃる（尊敬動詞）， ⇨ te.

Omanan. Mos.いなくなっている（？）（oman-an の代わり， ⇨ an）．

Omanakh. (形）歩くのが遅い（tsis’）， ⇨ omannoo

5010 Omanguni khimagari. Dav.分かれ道， ⇨ khuni (＝ kumbye)および khyemaka.

Omandye. Mos.行かせる，派遣する．

Omandi. Dav.渡す．Mos.行かせる，派遣する．

― yakka. Dav.つけ加える．

Omannigye. (名）前あるいは後の内壁（長持ちの）， ⇨ etuvso.

Omannobo. Mos.遠く（に），広く．

Omannoo. (形）速い，軽快に走る（船について）．

Omante. (動）行かせる，派遣する．Mos.行かせる，（人を）やる（⇨ te），来させ

る，行かせる，与える，他に omandye.

Omanu itunni. Dav.けっして～ない， ⇨ oman-ettunnye.

Oman. (動）去る，（少し）離れる，（乗り物で）去る，飛んでいく（kata ―, chikap―,

まり，鳥が飛んでいく）．Mos.行く．

― nisha. Dav.去った．N .―Pf.によると，nisha は，おそらく，nishapp「突然

に」のような意味ももっている．

⑺ 注１を参照。
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5020 Oman-rokots. Dav.足跡．N.おそらくru-kokh，Pfによると，おそらくru-kotsi,

行く道が延びていること（（類）tsisye-kotsi, 玄関入り口の間）

― rui-tsiri, 鳥の名，字義通りは：歩く大きな鳥．

Omappa. Mos.櫂（かい）．

Omap rush’. Dav.喜んで，Pfによると，おそらく oman-rush’, すなわち oman-

rushuj, 歩くのを好む．

Omarye,あるいは jomarye. (動）流し込む，一杯に注ぐ，日本語の単語．Mos.（横にし

て）置く，入る，入れる．

― anokita. Mos.入らせる，（横にして）置かせる．

Omari. Dav.詰める，（横にして）置く．Mos.(横にして）置く，入れる．

Omaukusini. Mos.木の名．

Omakh-pisye. (名）脂肪の入った嚢．

Omyerus’. (動）急に途切れる（声について），（声が）変わる

Omki. Kl.Kam.咳．

5030 Omma. Kl.Kam.行く．

Omojoro. Mos.十二支の９番目．

Omojrakkino. Mos.ゆっくりと，徐々に，少しずつ．

Omoitappye. Mos.圧迫あるいは反発．

Omompye. Kl.Kam.ズボン．

Omororosi. Mos.故意に，わざと．

Omorun-kaibye-kakusi. Mos.ある十二支あるいは十二支を組み合わせたものの名．

Omoshiuj. Mos.(オモシユイ），舵．

Omosh. Lapyer.二枚羽のある普通のハエ．

Omu. (形）かんぬきをかけられた，通行できない．―Mos.足，大腿（アクセントと

なしで）．―Haj  omu, 河口を砂で塞がれた川．Ús’kuj  omu, かんぬき（をかける

こと）（下方に）．

5040 Omugi koru. Dav.風邪をひく．Omugi. Mos.咳．

Omukye. Mos.咳，咳をする．Omukye koru. Mos.咳がでる，omkye とも言う．

Ômunbye. Mos.ズボン，omuun-bye の省略形，大腿部．

Omuto, 流出のない湖．― (地）小トゥナイチァ（Tunajcha， ）湖．
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Om. (名）大腿（単数) ― uturu, 股関節．― poni, 大腿骨．

Omyu. Dav.大腿 ，Nem.では，die Hulfe「援助」と訳されている，そのことをPf.

は，公平に見て，それを疑わしく思っている．

Ona, (名）父．

Ónayemas. Kr.灰色の海のカモメ（複数）．

Ónasakh. (形）なまけものの，のんきな人々．（同）torannye.

― utarye, 乞食（複数），貧乏人（複数）．

Onasi. Mos.頭骨，および onashi.

Ongi. Dav.咳．Ongi. Kl.Sakh.咳．

― va. Dav.咳をする，Pf.によると，om giva「咳をしているのに」．

5050 Ongokibye. Mos.食べる（話し手についてのみ使われる）．

Ondondonye. Kl.Kam.禿．

Onye. Mos.指尺（親指と人差指を張った長さ）．Shnye onye. Mos.１指尺．

Onyenusunaj. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方197露里の小さな川．

Ónka. (動）アザラシの皮を仕上げる（長靴用に）．

Ónkamye. (動）おじぎをする，日本語の単語．こんにちは

Ónkami. (動）感謝する，ありがとう

Ónkye. (動）咳をする，語源は omu-ki か？

― araka, 咳．

― kamuj, 悪魔， ⇨ oyasi.

Ónkyentrakh. (動）痰を吐く．（名）肺からの痰．

5060 Ónko-gyemoj, 産卵したカラフトマス，日本語の単語．（同）itsyanemoj.

Onkourokkye. Mos.魚の名．

Onnaj. (副）内部で．Khoni onnaj, 「腹の中に」．Tramu onnaj, 「胸の中に」．

― kyegye, (名）内部（小さい箱の）

― kita. (副）内部で．― chi an, monas’na chivyente, 内側が湿気をもって，すぐに

ぼろぼろになる（暖かいところにアイヌの長靴を置いておく場合）．

― ta, 内部で．

Onna-kyembye. Mos.親指（手の）．

Ónnan-otgur. Kr.(onnan’-otgur’Pal.)，小さな丘，丘．

⑻ 原著では， は の誤りと書かれている。
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Ónnye (onne). (名）オットセイ（単数）．（前）～（底）へ，～の（底）の方へ，（村）

へ．Mos.年をとった，高齢の．― Itan’ki onne kutata, 茶碗一杯に注ぐ，注ぎ込

む．

Hajyero onne  oman, ナイエロ（Hajyero， ）へ去る．Kotan-onnye（あるいは

auta-tishye onne）oman, 村へ（あるいは隣の家へ）発つ．

Onnyevyempyekhnaj. (地）オ ン ネェヴェム ピェフ ト（Onnyevyempyekhto，

）から流れ出てトブチ（Tobuchi， ）湖に注ぐ小川．

5070 Onnyevyempyekhto. (地）ブッセ（Bussye）湾の北西の湖（トブチ（Tobuchi，

）湖）

Ónnyev (onnev), ワシ；― chukh, ２月（タライカのアイヌのところでは）．

― kamuj. (名）オホーツク海のフイリアザラシ．

Ónnyekutan (Onnikutan あるいは Musha), ７番目のクリルの島（ミッレルでは６番

目）．Kr.（地）

Ónnyemas. Kr.白くて大きいカモメ（複数）．

Onnyenaj. (地Shm）トコムボ（Tokombo， ）の南方の川．

Onnyenioj. (地Shm）ヴェンドヴェッサン（Vyendvyessan， ）の南方の岬

Onnyep. Kr.オットセイ（複数）．Mos.雄のアザラシの腎臓，海産物．

Onnyerye. Mos.記憶；記憶にとどめる，知っている，気づく．

Onnyeriva. Dav.１．記憶．２．覚えている， ⇨ va.

5080 ― ogaj. Dav.知っている．Onnyeryeva o gaj. Mos.何かを記憶にとどめておく．

Ónnyeru (onneru)あるいは oneru. （形）高齢の，とても年をとった．― makhnyeku,

老婆．― okhkayu(あるいは onnyer-okhkayu), 老人．

Onnye-samye. Mos.ワニ．

Onnye-tsikap. Mos.鳥の名，海のカモメの一種．

Onnikutan. Kr.（地）⇨ Onnyekutan.

Ónnin’-asın’. (名）炎症性の横痃

Onnonno. Mos.頷く，賛成する．

Onne. Mos.年をとった，高齢の．

Onomani ebi ogagisha. Dav.昼食のあと．N:onuman-ipye okakyeka.

Onori. (地）シウ（Siu， ）川の支流（主な支流の中の４番目）

Ontara (ontoro). (名）桶．Poro ―, 樽．Pon ―, バケツ．
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Ontara-karis’ 箍（たが）．

5090 ― sakhma 箍（たが）．

Ontomuspye. (名）半アルシン の長さのギリヤークの短剣．

Ontori. Mos.舞踊（日本語の vodori から），跳躍，跳ねること，踊り．

Ónuma. (名）陰毛； Kl.Kam.(ohnuma)，晩．Mos.(onuman とも言う）．―

Onumaka. Mos.昨晩．

Onumani. Mos.晩．

Onuman. （名）早い夕方（日没まで），西．Mos.夜，Onuman’, 夜．Pal.M.

Onunukap (ahnunukap).罪．Kl.Kam.

Onuuman, 夜．Kr.

Onukhkotaj. (地Shm）シャフコタン（Syakhkotan， ）とコタントゥル

（Kotanturu， ）の北方の岬．

On’cho, 幅．P.M.

Ooga, ⇨ oga, 深くない，浅い．

Oogo, ⇨ ogokh, 深い（naj ）．

O-okara-mushino-yaya-shish. Mos.（ヲヲカラムシノヤヤシシ），いなくても，記憶に

残っている．

5100 Oos’koni. (動）追い越す，追いぬかす（たとえば，犬ぞりを）．

Opa. (名）地崩れ．（動）崩れ落ちる．Opas’okhta opa, pyenye okhta opa, 雪に埋ま

る，ぬかるみにはまる

Oparaskyeta. (動）鞭打つ（（木の枝の）鞭で）．（同）utaoskye.

Opasi, 省略形で opas’, 雪．― t ran, 雪が降る，雪が降っている．

Opas’, ⇨ opasi.

― purukisan. (動）雪解けで増水する．（naj― ）．

― tas’koro, 朝冷え，朝寒．

Onyegaj, 沈まないで，ひっくり返る．― chiki ma, 仰向けで泳ぐ．

Onyeus’, 銃剣を取り付けた～， ⇨ o. ― tekhpo.銃剣を取り付けた銃．

Opıv. (名）その樹皮でアイヌが黄色がかった上衣をつくる木（ナイェロ（Najyero，

）にある），ニレ？

― artus’. (名）黄色み帯びた白いアイヌの上衣．

5110 ― ni, ⇨ opıv.

⑼ １アルシン≒71cm
⑽ Naj は「川」を表す。

「川の増水」の意味。

原文のまま。
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Opıs’pye. (数）クロテン捕獲用の10本の縄（van ka）．Snye ―, tu ―, クロテンを捕

獲する10本の縄，20本の縄．

Opıs’ta. (副）いたるところで．日本語による歪曲：すべて．Opıs’ta iku, アイヌ語の

言い回し：emujki iku, 「全部飲み干す」の代わり．

Opıchinasa（あるいは，より良くは opıchinas-a），ふんぞり返って座る，あるいはしゃが

んでいる（たとえば，排便の時に）．

Opkye. Mos.（ヲプケ），crepitus ventris（腸の音) ．

Opkyeni. Mos.木の名．

Opki. Dav.風が起こす．

Opnyekina. Mos.大きな種類の葦，字義通りは：槍の植物．

Opokaj. (名）ジャコウジカ．

― nokh. (名）袋．

5120 Opompaki. (名）カエル．Mos. oponbagi（ヲポンバキ ），カエル，アオガエル．

Opompye. (名）ズボン，アイヌの膝当て．Pos’―, syeta―, 中国の綿織物製の膝当て，

犬皮製の膝当て．

Opokhtara. (動）剥ぐ，剥ぎ取る（樹皮を），剥がれる，とれる（屋根の板が），逆立つ

（髪の毛が），― vyen, t ryera akhgun, 屋根が剥がれるとまずい，風が吹き込む．

Tishye kani opokhtarachiki vyen! 家の屋根が梁にぴったりとついていないとまずい

（つまり，風が吹き込む）．

Opokhtarani, うまく樹皮を剥がれた木（春に）．

Opokhtararye. (動）（丸太，板の）端を持ち上げる，少し持ち上げる．

Oppikye-pikye. Mos.(ヲツピケピケ），鳥の名．

Optoj. Mos.突く，押す．

Ópu,あるいは okh. (名）槍．

Opuv, (名）河口（川の，湖の）．To―, ⇨ puf.

Opujpujsye-akhtu, 霧をともなったあまり激しくない雨．

Opumbagi. Dav.カエル．Opunbagi あるいは oponbaki. Mos.カエル．

5130 Opussaki (obussaki). (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方109露里のアイヌの村．

「おなら」のことか？

「ヲポンバギ」とすべきところ
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Opfki. Dav.風を起こす．

Opf, 槍．Kl.Sakh.― Dav.槍．Op. Mos.鉄製の槍，魚を獲る熊手状の竿．

Opshani. Mos.(ヲプシヤニ），ニレ．

Opshioro. Mos.(upshioro），ふところ，胸（der School）；ヲプシヨロ，衣服の襟．

Óra. (名）鰭脚亜目の動物の後部．― poni, 後ろ足の骨（トドの）．

Oraj. (動）（ペニスが）立っていない．

Orakiskye. (動）沈む（底に）．Sırima―, ⇨ trakıskye.

Oramua, 低い．Kr.低く．Pal.M.Lang.Kam.

Oram. (形）低い（人，山が），平たい（皿が）．― ni, 高くない木．

5140 Oranne. (形）堅い，丈夫な（穴のない）．Imı―.

Orapp. Mos.植物の名．

Oraraj. Mos.空（から）の，人気（ひとけ）のない．

Oraukiye. Mos.後に，最後の場所で；遅れた～，後にいる（ある）～．

Or gıu. Kr.(orgiu），オオカミ（複数）．Lang.Kam.オオカミ（単数）（orgiu）

Órye. (動）しばらくの間貸す．Tsis’ku orye. Pt.支配する．

Oryebaku. Mos.恥ずかしがる，赤面する．

Oryeni. Mos.前方に，～の前へ．

Oryetara. Mos.鳥の名．

Orı. (形）険しい，高い（山が）．Dav.掘る（強調なしに）．Mos.掘る，掘る．

5150 Orıkitari. (動）持ち上げる（かんぬきを掛けるために，扉の把手を）， ⇨ gyetyesu.

Orikon. (名）沼沢地に育つ pyessamus’に似た草．

Oro. Mos.場所，方角（複合語で）．

Oroa. Lapyer.寒さ．

Oro-bakkuno. Mos.ほぼ～ぐらい（それくらいの～），いままで，それほどの．

Orobyerirı. ⇨ oronyeryerye.

Órova. (前）～から，～（の中）から，～（の表面）から．（副）後で，のちに．Mos.

(orovano とも言う），関係格 （造格あるいは前置格，ablativ）の目印，名詞とと

もに用いられると，「～から，～を通して，～を用いて」の意味．

原文のまま。
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oroga（ヲロハ）とも言う；動詞とともに用いられると，やり遂げることを表し，「～の

あとで，～してから」を意味する．Orova araki. Mos.それが起こったとき，それ

がこうであるなら，あるいは，こうであるとき．Tan kotan  orova, この村から．

Sykyenno Kasituru orova syeta koro, スケンノ（Sukyenno， ）はカシトゥ

ル（Kasituru， ）から犬を受け取った．― Nata orova nu gu? 誰から聞

いたのか？ Ópova aryegi, あとで来る（来た）．Yaryetokhva an tishye orova ku
 

makan gi,あるいは yaryetokhva an tishye orova ku utasa ga, 私は端の家から来た．

Inos’kita an tishye orova ku ekh ki, 私は真ん中の（通りの真ん中に立っている）家

から来た．Teva orova, ここから．

Orovano. (副）あとで．Mos.（orova とも言う）．～から，～を通って，orogano（ヲロ

ハノ）とも言う．Mos.関係格 の印．―Nakhte―, 今後，いまから．Mos.

～する時，～してから）．Rikin orovano. Mos.登ったあとで．Kvani-jye, 私が

話した，あるいは私自身が（自分から）話したあとで（？ ）．Kvani orovano tam-

baku etsi konte, 私がお前に煙草をやったあとで（あるいは，私が自分から，つまり

自分の煙草を与えた）．Tujma kotan orovano ekh, 遠くから（乗り物に乗って）

やって来た．

Oroga. Mos. orogano.とも言う ⇨ orova および orovano, ～から，～を通って．

Oroita. Mos.まだら模様の板．

Orokatakhka. (名）アイヌの帽子．

5150 Órokye. (動）増す（水が）．（名）上げ潮．

Orokyezy, Orokyesy. (地）Br.

Orokyes. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の北方108露里の小川．

Oroki. (地）Shr.

Orokko-utaru. Mos.(ヲロツコウタル），オリカタ（Orikata， ）地方の住人

（日本語で vorikata-bye-no-mono）．

Oromukkutu. Mos.植物の名．

Oron. Mos.猟をする（ron「殺すこと全般あるいは猟」から来ているようである）．

― tsisye. 猟のための小屋．

Oroo. (動）～に注ぎ込む，注ぐ（手に）．（同）omarye. Suj  vakka oroo, もっと水を

注げ．

原文のまま。

原文のまま。
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Oroomari. Dav.(水につけて）柔らかくする．N ： ⇨ oroo および omarye.

Oroos’ma. (動）転ぶ（つまづいて）， ⇨ voros’ma.

Oropyeryerye,あるいは orobyerirı. (名）熊あるいはトドのうなり声，銃声，発砲．

5170 Orosibye,あるいは oroshpye. Mos.(ヲロシベあるいはヲロシペ）．話す，お話しされる

（尊敬動詞として），命令する．Tono orosibye yajkatano ku nu, 旦那の命令を彼は

こわごわ聞いた．

Oro-ta. Mos.(otta），～へ，～の方へ（名詞が付く場合），～するところから；～する

ときに（動詞が付く場合），～（する場所の）方へ，～（するとき）に

Orota-anakinye. Mos.あるものがそうであるとき．

Óro-untara. (動）居住する，住む．

Orokhko.（地) シュ（Syu， ）川の近くに住む人々（Ol’cha）；グレン（Glyen，

）によるとアムールのマングーンと同じ種族．

Oroshyei. Mos.貝の名．

Orukotsuibye. Mos.長細い種類のヤマノイモ

Orumpye. (名）糧食，装具（たとえば，chip―：櫂，舵，座るための板など），食器．

Orumukutu. Mos. sansitsi の葉に似た植物の名．

Orunkakkyeu. Mos.鳥の名．

5180 Órurukotuj. (名）（海岸の）．崖

Oruspye. (名）行動，行為．Vyen  oruspye  kara, 犯罪，悪事を行う．Vyen-orus’pye
 

kara utara, 悪人（複数），犯罪者（複数）．

― eukojtakh, 犯罪について公表する（話す）（元々は，ふるまいについて），誰かと事

件について話す．

Orutokhtona. (地）Byelk.クスナイ（Kusunaj， ）の南方158露里の小川．

Osa. Mos.日本語の単語．（vosa），横糸．

Osakankye. (動）呼ぶ，誰かを迎えに行かせる，誰かを呼ぶ．

Osama. Dav.底．

Osampichi. (動）うっかり落とす．

Osye. (動）広くなる．Nani―, すっかり広くなる（できものの穴が）．

注１を参照。

原文には のという括弧書きがあるが不明。
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Osyeva. (名）（幹の）洞（うろ）．

5190 Osyempinu. (動）見えなくなる．（同）osyempiro. Hoso―, 犬ぞりが見えなくなった

（たとえば，川に下って行ったので）

Osyempiro. (動）見えなくなる．Ajnu ―, 人が姿を消した（たとえば，切り立った岩

の後ろに）

Osyekh. (形）広い（川が，膣が），広々とした（家）．

Osyekhtekhte. (動）よく見る，探る，情報を得る．Toj―, 土地を試す（どんな穀物が

そこで育ち得るのか）．（同）toj-sakhkye.

Osi. Mos.後ろへ，～の向こうへ，後ろで，背後で．

Osikama. Mos.後ろから，後ろに．

Ósikarimpa. (名）円．

Osıkorarajye. (動）行くことを望まない方向から舵をきる）．

Osikunuka. Mos.効用，利益．

Osına. (動）休む（水面で，仰向けに横たわりながら，水面で）

5200 Osın’koru. (名）（凍結した川・湖などにできた氷解した穴，あるいは未凍結の）部分，

穴．（同）parakhsye.

Osi-oman. Mos.～の後についていく

Osıora. Dav.投げる．

Osiparani. Mos.ニワトコ．

Osırikotonu. (動）眠らない，寝ないでいる．

― ukuran. 眠らない熊祭りの前夜．

Osiro. (動）雪の上をうまく滑らない（悪い滑り木のために），―Sıkyeni―, 犬ぞりが

進行中に止まる，うまく進まない．

Ósirokokunye. (副）夜の間に，夜の間じゅう（クスナイ（Kusunaj， ）からマ

ヌヤ（Manuya， ）にやって来る）．

Osıroma-an ajnu, よその村へ行かない人，出不精．

― okaj, 家に引きこもって暮らす．

5210 Osirottye. Mos.魚の名．

Osırokhka. (動）止める，（馬を，四輪荷馬車を）引き止める．

Osısta. (名）底，atuj―, 海底；底（樽，茶碗の），底（長持ちの），osıs’ta とも言う

Osıst, osısta の省略形．― chiv, kajk khankye, 底に達しようとしたが，届かなかった．
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Ositye. Mos.待つ，待ちうける，可能法の意味でも．

Osieskarye. (名）かんぬき．

Óskye. (動）編む（綯う）．Mos.（ヲシケ），編む（綯う）．

Oskye. (間）ちょっと，ちょっとまて，少しまて

Oskye-unnu. Mos.四角い．

Oski. Dav.編む（綯う）．Mos.（ヲシキ），編む（綯う）．

Oskonı. (名）赤いニワトコ（木）．Dav.Mos.追いつく（アクセントなしで）．

Osokoni,あるいは oskoni. (名）赤いニワトコ（木）．

5220 Osoma. （動）排便する．（名）排便．― pyenye, 液状の排便．― sirate. (名）半液状

の，ゆるい排便．

Osontukinaj. (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方48露里の小さな川．

Osoro,あるいは imı―, 裾，衣服の後ろの下部．

Ósorokam. (名）尻．

― poni, 坐骨．

Ossyej ga. (地Shm）ドゥーイ（Duj， ）の南方の岬．

Ossyeryekye. Mos.（ヲツセレケ），不機嫌な，絶えず不平をもらす．

Ossisi. Mos.（ヲツシシ），びっくりする，虚を突かれている．

Osujyorum-takakhka. （名）ヤドカリ．

Ósukyev. (名）ウサギ．

5230 Ósura. (動）（ごみを）投げすてる；投げすてられたもの；（食べ物が）残る．

Osurkuma, ドジョウの一種，タイリクスナモグリ （コイ科の淡水魚）．Kl.Kam.

Osuufpye. (動）乾いてくっつく（釜に，フライパンに）

― kiru kiru, 乾いてくっついたものをかき取る．

Ós’koro. (動）ひどくけちる；惜しい．（形）けちな．（同）nupuvsye.

Ós’ma-kyeta, 家の入り口の向こう側に（tishye os’ma  kyeta），家の裏に．Ájnu os’ma
 

kyeta, 人の背後に．

Osejga. (地）サハリン島の岬．

Osyu. (形）苦い．

Ota. (名）砂．Kr.Pal.Lang.Kam.Iess.J.Tsch.砂の岸．Mos.（oda とも言

う），砂．

― asi, ⇨ otasi.

― kina,あるいは kinagye. (名）エンドウに似た草（温湿布用に使われる）．

31
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Ota-koro. (形）砂の．

― noski. (名）乾いた，波に洗われない海岸部分．

5240 Ótaka. (名）pyechara「波に洗われる海岸部分」とmasara「海岸近くの砂山」の間の海

岸部分．

Otakuru. (名）ある植物の根（傷薬）．

Otani-endumga. (地）Gl.カルサコフ（Karsakov， ）の東方27露里の岬．

Otannye. (形）長い（竿），長い（夏の日）．

― kamuj. (名）男性の名．

― ni. (名）竿．

― situri (gokhkye), 長々と体を伸ばして（横たわる）．

Otapoj. Mos.ニシンの卵を全滅させるクジラの一種．

Otari. (動）（薬が）尽きる，なくなる．（同）okyerye. Emujki utarye otari, すべての

人が死に絶えた．Pt.減少．

Otaruf,あるいは otaru. （名）ヨーロッパノイバラの実．

― karappye. (名）９月．（同）mauyechijchuf.

5250 ― mautepa, ⇨ mautepa.

Otasan. (地）Pavl.カルサコフ（Karsakov， ）の東方12露里の湖および

（かつての）アイヌの村．

Otasi. (名）灰色のハゼ，ota-ası，あるいは ota sokhkana とも言う．（副）今，今すぐ

に．

Otasikyebyera. Mos.木の名，シャリ（Shari， ）の方言．

Otasisika. Mos.待つことができない，あせっている；大急ぎで，即座に，すぐに．

Otasis’. (動） ⇨ eotasis’. (副） ⇨ otasi.

Otassam. (地）Shm.アイ（Aj， ）とマトゥモナイ（Matumonaj， ）の

間のアイヌの村， ⇨ Otosan.

Otassi. Lapyer.ニシヒメジ（魚の一種）．

Otassu あるいは otasu. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の北方36露里の小川およ

びアイヌの村．― Otasuf. (地）ロシア人に Otasu と呼ばれている小川および村の

正式名．

Otaun. Mos.背の高い砂の岸．

Otakhkon, (縄が，冬の日が）短い， ⇨ otannye. Ka ―, to ―, 短い縄，短い日．
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5260 Otakhkokhpye. (名）アイヌの煙草入れ．

Otasham. Mos.岸，海岸（ヲタシヤム）．

― kari. Mos.岸から．Otashamu kari baj. Mos.海岸に沿って行く．

Ota-shiuma. Mos.(ヲタシユマ），地面にめり込んだ石．

Otgur, 山．Kr.Lang.Kam.(othur).Ot gur’, 山．Pal.M.

Otyekyeshaku. Mos.不器用な，もたもたした．

Otyeki,あるいは odyeki. Mos.賛辞，価値，褒美．

Otyerigi-fumian. Dav.足で踏む．

Otobara. (形）力のない，弱い（ajnu）．

Otoka. (名）桶（食物を切るための，犬の餌用の）．

5270 Otokukajon (otocoucaion).Lapyer.かかと（複数）．

Otomorumpye. (名）煙草入れ（シカの角で装飾されたものはクロテン２匹あるいは犬

１匹の値がする）．

Otomushi. Lapyer.丸い頭の真鍮製の小さなチョッキのボタン（複数）．

Otona. Dav.村の長（金持ちも同じように呼ばれる），主要な．Mos.管理人，責任

者，日本語の単語．長，裁判官．Kl.Tar.コルシュ（Korsh， ）の近くでは，

警察署長の意味である．

Otopye. Mos.直腸の穴．

Otoppye. Mos.（ヲトツペ），人の毛．

Otoryekhkanussye. (地Shm）d’Estaing湾の岬．

Otoruchina. Lapyer.草全般，あるいは草原．

Otosan. (地) マヌヤ（Manuya， ）の南方33露里の川とアイヌと日本人の混住

の村．

Otokhso,あるいは goroko otokhso, 後頭部．

5280 Otta. Mos.与格の印，つまり「場所への動き」，～の近くへ，～の方へ（oro および ta

から），場所へ，～であるところへ，～であるときに， ⇨ orota. Kamuj avonkye
 

isiryerattomu stajki otta anki mauye pirika tashiun ne tavan mushiro-ro もし彼

らが自らの胸を神の団扇で打つなら（あるいは，打つやいなや）），この場に団扇の

力，順風が起こる．

Ottayendu. (地Shm）クタウジ（Ktauzi， ）の南方の岬．

Ottomun. Mos.十二支の最後．

Ottonaj. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方191露里の村．
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Otu. (名）アイヌの煙管の銅製の吸い口．

Otuvso-puj. (名）大きな後頭部のくぼみ 盆の窪．

Otuvtuv. (名）短い尻尾（たとえば，熊やウサギの）

Otujma-kyetokhkye. (形）（山が）なだらかな，険しくない．

Otukorun. (動）（赤ん坊を）包む，取り上げる．― makhnyeku, 産婆．

Otunaj. (形）裸の（ajnuy）．

5290 Otutano. (形）次の，次のもの（２番目の次に；３番目の，４番目の等）．

Ottsinyeyan. Mos.(ヲツチ子ヤン），恥ずかしがる，赤面する．― korokai. 何かをす

るのは恥ずかしいけれど（謙遜表現）．

Otchara. (名）尻尾（長い，たとえば，犬，馬の）．Kl.Tar. 魚の尻尾， ⇨

otuvtuv.

― mim. (名）魚の尻尾；魚の体の後部．

― shakpi. Dav.尻尾のない， ⇨ shak および pye (bye).

Otchari. Dav.v Nem. 尻尾， ⇨ tsyepf.

Ot’vamp’, 6.Pal.

Oten’tın’ga. (地）カルサコフ（Karsakov， ）の東方19露里の岬（パーヴロ

ヴィチ（Pavlovich， ）ではソヤ（Soya， ））．

Otekhkoro. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方37露里の小さな川とアイヌの

村．（粗) Otyekhkoro. Glyen.

Oubyekarye. Mos.櫂

5300 Óuvposorye. (動）濾す．（名）濾し器．

Óugu. (動）（ペニスが）立つ．

Oukurukye. (副）慎重に．― ka ekhte, 用心して渡せ（たとえば，溢れるほど一杯の

コップを）．― omante, 慎重に手渡す．

Oun (oun). Mos.もちろん，これはこうだ，このやり方で，そう，このように．

Oun. Mos.ある十二支の名．

Oun-ononotto-usi. Mos.ある十二支の名，あるいは十二支を組み合わせたものの名．

Oun-pikata-goryebuni. Mos.ある十二支の名，あるいは十二支を組み合わせたものの

名．

Óuri, (動）掘る（toj ―）．

「盆の窪」のことであろう。

タライカのことか？

この省略語の意味するところは明確にはわからない。詳しい説明は，本稿の訳者前書きと拙訳『アイヌ語・

ロシア語辞典⑵』（北海学園大学学園論集第85号1995年）の55頁を参照。
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Ouririki. Mos.従う，従順である．

Ousamo. (名）襞（女性の裾の）；襞のある．

Ofujga. Dav.１．燃える．２．燃やす（「同じように燃える」；原文では osrujga）．３．

燃え出す．

5310 Ofujka. Dav.焼く．

Ofunaki あるいは ofunaku. Mos.そうしているうちに，より早く，以前，最近．―

atuj  kataryeba unyeu isitan. Mos.このあいだ海へ行ったとき，ヒトデを見つけ

た．

Okhajta, 落ちる，転ぶ．Orıvka okhajta, 橋から，梁から落ちる．

Okharaj. Dav.空にする．

Okhatomari. (地Shm）（ochatomari）， ⇨ khottomari.

Okhgajnakhki. (形）とても深い（縄が底に届かない）．

Okhgajnye. (動）怖がる．（形）臆病な（― ajnu）．

Okhgajkhajnye. (動）ひどく恐れる（びっくりする）（vyenoyasi に）．

Okhgau (ogau, okhau). (名）ブイヨン，スープの汁．Ipye koro okhgau, 肉の入った

スープ（あるいは，何かが入った），具入りの．Okhgau nin’, 米の粥の中の水分が

煮詰まった．

― koro ipye. スープ（魚あるいは肉の入ったスープ）の付いた料理．

5320 Okhgo. (形）深い（naj）．

Okhgoro. (形）長い，継続的な．

Okhgorono. (副）長く，継続的に．― okaj-an an kyerajkusu ane nukara, 私はここで

長く無事に暮らしてきて，いまお前に会っている．

― sıkh’nu, (人，犬，魚などが）長く生きている．

Ókhkayu(⇨ ogkayu)あるいは okhkayu-kina. (名）植物（花および種を持つ）の芯，

⇨ makhnyekina.

Ókhkye, (音のしない）屁をひる．

Ókhkyev,あるいは okhkyeu. (名）襟．

― gye,あるいは artus’okhkyevgye. (名）襟の飾り布（裏側）．

― entem. (名）この飾り布(okhkyevgye)を縁取る黒いひら紐．

vyen oyasi「狂気をもたらす悪魔」（本書49頁）。
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Ókhkyeu(okhkyeo)， ⇨ okhkyev.

Ókhkita. (名）シカの小さな角（結び目を解くための）．

5330 Okholyo (ochooloo)，深い．Kl.Kam.

Okhonno shıomoki. Dav.最近．

Ókhruru. (名）首の後部（okhturu とも言う）．

Okhta. (前）～の中に（何かの中に），～の中へ（村の中へ），～の方へ（柱の方へ）．省

略形は ta, 与格の印．Sukyenno Kasituru okhta tambaku konte. スケンノがカシ

トゥルという男に煙草をあげた．Sambaku kvani okhta tambaku in’konte, サムバ

クが私に煙草をくれた．Kvani Sambaku okhyta tambaku ku konte, 私はサムバクに

煙草をやった．Tishye okhta akhgunkiye, 家に運び込む．Sima Najoro okhta payan
 

kusujkı, 明日，私はナヨロへ行く．しかし，okhta はロシア語訳で「どこに～しよ

うと」ということを意味し，文の最初に置かれるフレーズがある．：okhta  ama

isyam, その中へ入れるべきものがない，入れる場所がない．

Ókhtena. (名）アイヌの長，日本語の単語．（同）nıs’pa.

Ókhchiki. (名）日本製の木製の盆，ochiki とも言う．

Ókhchinye. (形）弱い，力のない，病弱の，働けない．― utara, 虚弱な人．（同）

igaukyerye-utara.

Okh (okh, opu), やす（銛）．クスンコタンのアイヌでは，同義語の tuna がある．

’― nis’ (名）（銛の）柄．

― nis’ogonkyes’, 銛の柄の先．

5340 Otsassye chyekarigye. (地）ナフカイスマ（Nakhkajsuma， ）よりもイノ

スィコマナイ（Inos’komanaj， ）から少し遠くにある崖から離れた二

つの石．

Otsikakaratsikyeko. Mos.不器用である，未熟である．

Otsinakarye. Mos.重要なもの；重要な．

Otsıs’. (動）泣く．

Otsıs’ka. (動）（視覚から）失う，（どこに置いたか）忘れる．（同）eogatsirye
 

Otsis’koso. (名）川のカモの一種．

Otski. Dav.身を持ちくずす（マツマエで）．

Otsta-pompye. Mos.薬指．

Otsub, 槍．Kl.Jes.
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Otsukaj, 男性（Mann）．Kl.Jes.

5350 Otsyako. (動）子供を甘やかす，（子供と）ふざける．（形）甘ったれた．

Ochakov, ⇨ otsyako, 甘ったれた，自信たっぷりな，生意気な（子供についてのみ），

⇨ chiruj および yajrika

― khyekatstsi, 甘ったれた子供．

Ocharonnas’, 一対一で，二人で．

― ukojtaku, sonkoarye と呼ばれる「侮辱についての言明」なしに，侮辱した者と侮辱

された者の間の２者で，侮辱について話し合うこと

Ochasenaj. (地）１．マヌヤ（Manuya， ）の北方23露里のところにある岬．

２．マヌヤ（Manuya， ）の北方７露里のところにある小川とアイヌの村．

Ochakhsyenaj. (地）シララカ（Siraraka， ）山から流れる小川．

Ochyevpoko. (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方124露里のところにあるアイヌの

村．Gl. Ochyepoko. Shm.Ochyekhpoko
 

Ochıba (ochıpa). (動）投げる，投げ捨てる，放り出す．Anochiba, 投げ捨てられた．

Ochıvki. (名）セキレイ属の鳥．

Ochıv, ⇨ ochu. Ochıvu-tram isyam, 性欲がない．

Óchiki. (名）盆，皿， ⇨ okhchiki.

5360 Ochınakarinye. (形）気ままな，陽気な，強い．よく働く，機敏な(ajnu)．

Ochıpyevpye. 滑らかな，縮れていない（髪の毛について）．

Ochipiruj-kur, 淫らな女性．Kl.Kam.

Ochius’. (名）両性具有者（？ ）のクリトリス．N ：女性と関係を持つ能力がある

（者 ），女性と淫らな行いをする能力がある（者 ）

― makhnyeku, 男性性器と女性性器をもっている（者 ），両性具有者．

Ocho. Dav.身を持ちくずす（マツマイでは otski）．

Ochu,あるいは ochıv, 姦淫をする（不義密通をはたらく），性交をする．― t rusuj, 淫

らな欲望をもつ．

Ochuiba. Dav.投げ捨てる； Pfによると，achujba および achujno.

Ochukukanbye（ヲチユクカンベ）．Mos.ある十二支の名．

Ochupo-ni, 洞のある木，空洞のある木．（同）syeva-ni.

― yayu, 洞のあるモミ．

Ochuriki. Dav.まっすぐに．

5370 Ochuue. Mos.(ヲチユウエ），失う，ochoii.とも言う

原文のまま。

注１を参照。

原文では，女性ではなく，男性を表す単語（語形）が用いられている。

注26を参照。

注26を参照。

節彦訳)語辞典 （M.
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Oshagankye. Mos.呼ぶ，呼び寄せる．

Ôshye（ヲーセ），Mos.（オオカミ，犬が）吠える，吼える，（犬が）吠える．

Oshye-kamoj (ushi-kamoj). Mos.オオカミ（字義通りは：吠える神），（ヲーセカモイ）

Oshyetu-oru. Mos.(ヲセツヲル），尻．

Oshyeturu. Lapyer.後頭部．

Oshi. Mos.後ろに，後ろへ．v kritikye ：足跡，後ろ側．

― oman, ～のあとを追う，後から行く

― siryeba. Mos.(～の後に）ついていく，後からついて行く．Oshi  siryeba  kushu.

Mos.後をつけられているので．― siryeba kushu shiomo oshagankye yakka pirika
 

na. Mos.彼は後ろから来るので，呼ぶ必要はない．

Oshiagankye. Mos.呼ぶ，呼び寄せる．

― yakka. Mos.呼ぶ；呼びかけ：呼びかけに関して（⇨ yakka）．

5380 Oshia-uno. Mos.(ヲシヤウノ），右舷，船の右の舷側；方言的では ishiaunu とも言う．

Oshimagava. Mos.後ろへ．

Oshimaka. Mos.後ろへ（osimaga とも言う）；隠された，秘密の．

Oshimakye あるいは oshimaki. Mos.後ろへ；隠された，秘密の；陰，秘密（ヲシマ

ケ）．

Oshiora. Dav.くやしがらせる．Mos.離す，投げる．

― ambi. Dav.いましましい．Pfによると，「物が投げられる」の意（oshiora-an-

bye）．

Oshioro. Dav.尻．Mos.尻，腰，隅，後景．

― puj. Mos.直腸の穴．

Oshioroka. Mos.尻（字義通りは．尻のところ）．

Oshioroma. Mos.排便，排便する．

5390 Oshirikoba. Mos.出動する，出発する，用意ができている，立ち上がる．

Oshiru. Mos.(ヲシル），洗う，洗濯する．

Oshite. Mos.待つ．待て

Oshiuro, 肛門（anus）．Kl.Tar. Oshiuru-koma. Mos.(ヲシユルコマ) ，

Scheerifisch に似た魚で，肉はサーモンと同じように赤い．

注６を参照。

タライカのことか？

オショロコマのことか？

どのような魚か不明。
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Oshoma. Dav.排便する．

Oshss. Lapyer.靴に縫いつけられた皮製の靴下あるいは半長靴．

Oshtagi, 靴底．Kl.Tar. Oshtagi. Dav.靴底；Pfによると，おそらく oshbakye

（ヲシバケ），oshi「跡」および bakye「頭」から．

Oshunuop. 槍．Kl.Kam.

Oejkus’. (名）淋病．（同）trımpio，kyekan（⇨ khoparyeki）．

5400 Óempye. (名）精液（男性の）．

Oya（省略形で oj），別の，他の，特別な，将来の．Kur.大きい Pal.M.Mos.外

の，～の外に，外で．

― ba. Dav.来年．Mos.次の（今度の）年（字義通りは，外部にある年）， ⇨ pa

― imımi, 着替える．

― kotan koro, 引っ越す．

― mufte. (形) ⇨ oyamuvte.

― mufte ajnu tana, ⇨ tana..

― pa, 来年，来年の，来年に．

― sima, あさって．Oya sima ukuran, あさっての夜に．

― to,その翌日に．

― unokhkoro chapujnu. (名）一方の側に飾りのついた乙女の帯の真鍮製のリング．

Oyav. (名）ヘビ．

5410 ― kina. (名）ヘビに咬まれたときの草．

Oyakyeta. Mos.～の外に，外で（oya, kye および ta から）；外にある～．

― an. Mos.外にある，道から転がして移動する．

Oyakinye あるいは oyakyenye, 脇へ，離れて，そばを．

― jye, 折悪しく言われた言葉（下手に）．

― kutata, こぼす，外れて注ぐ．

― trajye. (動）脇へ押しやる（物を）．（同）gyejkusotrajye.

Oyakita. Dav.そばを．

Oyakkye. Mos.(ヲヤツケ），外にある～，別の．
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Oyakkye-ta. Mos. 外（側）にある～；外に（副詞）．

― ta oman. Mos.走り去る，去る．

Oyakta (ojaktah)，悪臭，Kl.Kam.

Oyakuta. Dav.単独では用いられない単語．Mos.外の．

5420 ― an. Dav.脇にどく．N .oyakhta-an

― iiomari. Dav.こぼす．

― oyakuta oman. Dav.脇の方へ寄る．

Oyakfuta. Dav.単独では用いられない単語．Mos.外の．

― shiribye giri. Dav.世界の果て．N ： ⇨ oyakhta-siri-byekyerye.

Oyakf. Dav.果て，Pfによると，oyakye「外のもの」，「外部にあるもの」．

Oyamokutye. Mos.思いがけない；当惑，混乱；見知らぬ，疑わしい．

Oyamuvte. （形）他人の，他の集団の，敵．Bar.uoyamufte, voyamufte. Pt.驚く．

― ajnu tana! これは元々他人にやるものだ （友人にではなく）．

― nukara, 初めて見知らぬ人を見る．

Oyamufti. Dav.奇妙に，変に．

5430 Oyapokikhurye. (名）赤いキツツキ．（同）okyen’ka.

Oyasakhpye. (名）（魚の）胸骨の楔形の柄（え），胸骨．

Oyasi. (名）悪魔，悪霊．― gum. (名) oyasi の騒ぎ

Oyasymi. Dav.あさって．

Oyakhka（あるいは oyakhta），遠くに，遠く，少し離れて（たとえば，住む，okaj）．

Oyakhkyeta, 向こう側へ．

― oman, よけて通る（通り道にある障害物を），脇へそれる（まっすぐな道から）．

Oyakhta, 別の場所へ，別の場所で，脇へ．

― ama! 別の場所に置け，脇に片づけろ．（同）ikus’ta ama.

― kanye, 失せろ 行ってしまえ

― nımba, 引きずって移す．

― oyakhta, 別れて．

― tramu koro (ajnu), 意見の異なる，考えが異なる，語の本来の意味でなく，ふしだ

らな．

5440 Oyashiun. Mos.（ヲヤシユン），あさって．

注１を参照。

注１を参照。
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